
第１回 9/10（木）   

健やかな住まいと木の関係 

加藤木材 加藤政実さん 

 

第 2回 9/25（金）   

住まいの痛みを防ぎ、 

長持ちさせるには 

住宅コーディネーター  

鈴木進さん 

 

                                                                                                                        

 

 

 

  

 
講座へは、このチラシを見た方どなたでも参加ができます。 
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杉は花粉症の元凶のように言われているが、人の健康にとってよい特質があ

るらしい。杉のよさを体験するためのオススメは、杉のベッド。杉は吸湿性や

保温性のほか人の上咽頭を開き、よい呼吸を促す働きがあるという。呼吸が整

い睡眠の質が高まることによって、いびきが減少した、ぐっすり眠れるように

なった、夜中にトイレで起きなくなったなどの声が寄せられているようだ。 

現代の住宅では、安価で加工しやすい建築建材が使われている。最も多いの

はビニルクロスで、日本では壁仕上げ材の約 90％を占める（ドイツでは紙が

80％）。塩化ビニルは、添加物として可塑剤を加えて柔らかくしているが、20

年以上にわたって化学物質を揮発し続ける。長年、化学物質にさらされると化

学物質過敏症を発症する一因ともなりやすいので気をつけたい。 

杉を切り口に、住まいに関する大切なこと、特に建築材料について多くの学

びがあった。（報告：吉田） 

 

 

講座に先立ち、築 18年の我が家は「工務店によるプロの定期点検」のモニタ

ーになった。点検は基礎、外壁、軒裏、バルコニー、天井、内壁、床、床下、

小屋裏と 7部位 43項目にわたり、3時間近くを要す徹底した点検だった。 

結果は、急を要する異常は見つからず胸を撫でおろした。「木の家だいすき」

の鈴木さんは、3 年毎にこのようなプロの定期点検をすることを勧めている。

定期点検により家の不具合を早期に見つければ補修費用は安く済むし、異常が

なければ通常 10 年毎とされている屋根と外壁の塗装という大掛かりな補修を

15年毎に延ばすことができ、総体的にみると住まいにかかる総費用を下げるこ

とになる。 

また、いい状態を保っていれば家がマイナス資産になることも避けられる。

今植林した木は、使えるようになるまで 50 年かかるという。50 年育てた木は

50年大事に使うという精神で、私も今住んでいる家を大切に手入れしながら最

期まで住み続けたいと思った。（報告：赤羽） 

 

※第 3回の報告は裏面をごらんください 

こんにちは、大人の学校です。 

今年度、新型コロナウイルスの影響を受けいつものように講座を開催

することができず、本紙の発行も 8か月ぶりとなりました。 

そんな状況の中、『人生 100年時代に考える住まいの連続講座（4回）』

を、NPO木の家だいすきと共催で開催することができました。 

今回は、第１回～第 3回の報告号です。ご一読ください。 
 

第 4回は 11/17(火)  

『住まいを丈夫で長持ちさせるための

自分でできる点検ポイント』 

講師は（一社）住宅医協会理事で 1 級

建築士の滝口泰弘さん。 

こちらの報告は次号にて！ 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で家にいる時間が増え、「積ん読」だった本や会報紙

などを読んだ。そのなかに、空襲で銃撃を受けた姿のまま残って

いる建物の写真があった。東大和にある旧日立航空機株式会社

変電所跡は、傷だらけの姿でひっそりと佇み、しかし、戦争につ

いて力強く語っていた。 

お問い合わせ先   

NPO法人 大人の学校 
 
336-0021 さいたま市南区別所 5-1-11  

電話/ファックス 048-866-9466 

メール otonano-gakkou@cure.ocn.ne.jp   
 

http://www.otonanogakkou.org/ 

 

 ◆大人の学校スタッフのつぶやき◆ 

お電話の場合は平日の 10 時～16 時、それ以外

の日時や不在の場合は留守電にご用件を録音し

てください。折り返しご連絡いたします。 

午後の回の会場内の様子 

大人の学校  2020年 11月号 

  

 

 

 

 

     

  

第 3回 10/23（金）   

老いに備える住まいの改善 

住宅コーディネーター  

山本幸恵さん 

 

第 3 回は「老いに備える住まいの改善」として事例紹介と住まいの改善体

験談を伺った。要介護高齢者になると、約 3 割の方は何らかの施設に生活の

場を移られる現状があるという。平均寿命が延びる一方で、日常生活に制限

のある期間も男性で 8.84歳、女性で 12.35歳となっている。住み慣れた家で

住み続けるためには、身体能力が低下しても自立しやすい住まいに変えてい

く必要があるようだ。 

65歳以上の事故発生は、77％が住宅内で起こるという。浴槽内での溺死や

ヒートショック、家の中での思わぬ怪我など、体の動くうちに老いに備える

住まいづくりを考えていくことが必要だということがわかった。 

実際に思い切って住宅を改修された方の事例紹介があり、現在 2 階の寝室を

将来は 1 階に変えることを見据えた計画や、断熱改修をメインにリフォーム

されたことなど、参考になった。(報告：菊一) 

調べてみると戦争遺構は

各地に残っている。戦後 75

年が経ち、語る人が少なくな

っていくなかで、それらは悲

惨な戦争について伝える貴

重な存在だ。本を片手にまた

訪ねてみたい。 

（よっしー） 

 

大人の学校では、身近な地域に学びの機会を持っていただ

くための講師派遣を行っています。講座メニューに載ってい

ない講座をご希望の場合も、お気軽にご相談ください。講座

メニューはホームページからのダウンロードも可能です。 

食や健康、手作りを楽しむなど様々なテーマでメニューを用

意しています。 

新しい講座として、『メンテナンスなど住まい方に関する幅広

い学び』（写真左）、『Zoom 会議の基本や実践』、『自律神経

を整えるセルフ耳ツボマッサージ』（写真右）、『おうちをすっ

きりする整理の基礎』などを 

ご用意しています。 

2020年度 
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